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費」と「食事誘発性熱産生 (diet-induced thermogenesis; DIT)」によって構成される。DITは
肥満者において低下しているという報告もあり、DIT が低いと耐糖能異常や 2 型糖尿病になり
やすい可能性も示唆されている。本研究では、糖尿病教育入院となった 2型糖尿病患者に対し、
間接熱量測定計を用いて食事前後のエネルギー消費量を測定し、代謝関連因子との相関につい






消費量を推定した。朝食前空腹時のエネルギー消費量を fasting energy expenditure (FEE)とし、
昼食後のエネルギー消費量を postprandial energy expenditure (PPEE)とし、それらの差を
ΔEE (ΔEE= PPEE – FEE)とした。ΔEEは食後のエネルギー消費量の増加分を反映し、その大






 第二次審査では ΔEE と DIT の関係、ΔEE の意義、インスリンの影響、食事内容・栄養素の
影響、血圧・自律神経との関係、FEE と基礎代謝量の関係などについて質問があり、いずれも
過去の報告、予備試験の結果などをふまえて的確な回答を行った。 
 本研究により DIT の代替指標である ΔEE を測定する事は 2 型糖尿病患者の食事療法の有効
性を評価する上で有用である可能性が示された。以上より本論文は学位論文として価値あるも
のと認定した。 
